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平成17年度は主に次の1, 2に従って，研究を行った． 

 

1. 携帯電話サービスに対するサービス競合検出実証実験 

今日の携帯電話網では，インターネットを利用した様々なサービスが提供されている．そこで，

平成15年度，16年度での本研究の成果を踏まえ，実際の携帯電話サービスに対してサービス競合

の検出実験を行った．具体的には，まずUse Case Maps (UCMs)と呼ばれる要求記述法を用いて，

ある通信キャリアの8種類の携帯電話サービスのサービスシナリオを記述した．次に，複数のサ

ービスを組み合わせた際に，単独サービス時には現れなかったシナリオを洗い出した．これらの

シナリオに基づき，実際の携帯電話サービスに加入，実証実験を行った．その結果，24種類のサ

ービス競合が検出され，そのうち13種類がマニュアルに記載されていない新たなサービス競合で

あることがわかった．この成果をまとめ，国内論文誌および海外論文誌で発表した． 

 

2. ホームネットワークにおけるサービス競合検出法の評価，解消法の考察 

平成16年度の成果であるホームネットワークシステムにおけるサービス競合検出法について，サ

ービス競合国際会議(ICFI05)で発表を行い，最優秀論文賞を受賞した．また，この手法を評価す

るべく，実際の家電を用いたホームネットワーク環境の設計・実装を行った．また，ホームネッ

トワーク，および，サービスを厳密に記述するための記述言語を開発し，サービス誤りを自動検

出する手法の提案も行った．この成果は国際会議論文(APSEC05)として発表した．また，検出さ

れたサービス競合を綿密に解消するために，競合コンテキストに基づく分類手法を提案した．さ

らに，各分類について，ユーザ問い合わせ，5種類の優先度，サービスロックといった具体的な

競合解消スキームの開発を行った．この成果は，国内研究会で発表している． 

※ 成果の公表を見合わせる必要がある場合は、その理由及び差し控え期間等を記入した調書(A4 判縦長横書 1 枚)を  
添付すること。 
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